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教科の特徴は以下のディプロマ・ポリシーに沿って記載されています。 

東京歯科大学短期大学ディプロマ・ポリシー（卒業又は修了の認定に関する方針） 

１．歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の健康

を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材 

２．高齢社会の進展に伴い必要とされる歯科医療の変化を把握し対応できる人材 

３．医療、介護の総合的な確保が地域包括ケアシステムにおいて推進される中で、専門職と

して多職種と協働して歯科保健医療が提供できる人材 

４．教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域社会の種々な場に対応できる人材 
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科 目 名： 生命倫理      

担当教員： ※新島典子       

※(実務経験教員による授業科目) 

 

1. 教科の特徴 

１）超高齢化の進む現代日本社会の倫理・道徳について基本的教養を修得し、真摯な態

度を育む（２に対応）。 
２）日々変化する社会における生命倫理的諸問題を理解し、他職種と連携して種々な場

に対応できる自己開発能力を育む（２，３，４に対応）。 
３）現代社会の情報倫理（ネットリテラシー）を理解し、社会の変化に対応出来る（２，

４に対応）。 
 

ナンバリング 【A0103-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

日本社会における歯科医療従事者として必要な知識や見識を得るために、医の倫理や

情報倫理も含めた幅広い生命倫理の知識を学修する。 

１）現代社会の倫理・道徳にかかわる諸問題を幅広く理解する。 
２）様々な理論、概念、事例を通じて、生命倫理的諸問題を理解する。 
３）現代社会の情報倫理（ネットリテラシー）を理解する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）現代社会の倫理・道徳にかかわる諸問題を説明する。（20%） 
２）様々な理論、概念、事例を用いて、倫理・道徳的知識を説明する。（15%） 
３）医の倫理と生命倫理の歴史経過と諸問題を幅広く説明する。（15%） 

４）生と死にかかわる倫理的問題について幅広く説明する。（20%） 

５）患者を理解し、信頼関係を築くための方法を説明する。（20%） 

６）現代社会の情報倫理（ネットリテラシー）を説明する。（10%） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

   

２）能動的方法：ディスカッション、ポストテスト 

   

３）媒体：スライド、プリント 

   

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  原則各回講義開始時にディスカッション、終了時に Google Classroom によるポス

トテストを行う。  
 

２）総括的評価： 

定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験

で評価する。(70%)  
ディスカッション、ポストテストの結果を評価する。(30%)  

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回～第１５回：シラバス記載テーマをウェブ検索し、重要ポイントを予測する。

(10 分) 
 

２）事後学修 

第１回～第１５回： 当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。

(15 分) 
  

３）事前学修・事後学修の評価 

第１回～第１４回：  

事前学修： 講義当日の開始時にディスカッションで確認する。  
事後学修： 次回講義の開始時に、ポストテストを行う。 
第１５回： 
事前学修： 講義当日の開始時にディスカッションで確認する。  
事後学修： 講義内で半年分のまとめを行い、各自で理解度を自己評価する。 

 

7. 教科書 

講義で資料を配布する。   
 

8. 参考図書 

講義で適宜提示する。   
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
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10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 

 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/5 木 ３ 歯科衛生士に必要な倫理・道徳（１） 
1.倫理の基本概念・歴史 
2.医の倫理と生命倫理の歴史と諸問題 

講義 14

階 

教

室 

新島 

２ 10/12 木 ３ 生と死を数値化する 
1.死亡率、死因、平均寿命 
2.現代社会の生きづらさ、さまざまな障害

と病い 

講義 14

階 

教

室 

新島 

３ 10/19 木 ３ 生と死を定義する 
1.死の社会的・物理的定義 
2.脳死判定・臓器移植の諸問題 

講義 14

階 

教

室 

新島 

４ 10/26 木 ３ これまでのまとめ（１） 講義 14

階 

教

室 

新島 

５ 11/2 木 ３ 生と死を操作する 
1.安楽死について、誰がいつ決めるか 
2.決定のプロセスとインフォームドコン

セント 

講義 14

階 

教

室 

新島 

６ 11/9 木 ３ 死を迎える    

1.老い衰えゆくこと、家族の死 

2.終末期医療とホスピス 

講義 14

階 

教

室 

新島 

７ 11/16 木 ３ 死を受け入れる    

1.喪失体験と回復 

2.葬儀の意義と多様化 

講義 14

階 

教

室 

新島 

８ 11/30 木 ３ これまでのまとめ（２） 講義 14

階 

教

室 

 

新島 
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９ 12/7 木 ３ インターネットとメールの倫理 

1.インターネットを用いた情報収集とモ

ラル 

2.電子メールのモラルとマナー 

3.トラブル回避のために 

 

講義 14

階 

教

室 

新島 

10 12/14 木 ３ ネット上の個人情報と倫理 

1.携帯電話やパソコンの個体識別と本人

追跡性 

2.情報セキュリティ 

3.トラブル回避のために 

 

講義 14

階 

教

室 

新島 

11 12/21 木 ３ ソーシャルメディア利用の倫理 

1.ソーシャルメディア利用のリスク 

2.ソーシャルメディア利用上のモラルと

マナー 

3.トラブル回避のため 

 

講義 14

階 

教

室 

新島 

12 1/11 木 ３ 歯科衛生士に必要な倫理・道徳（２） 

1.道徳的正しさとは： 正義論 

2.実験動物をめぐる倫理・道徳的議論 

講義 14

階 

教

室 

新島 

13 1/18 木 ３ 歯科衛生士に必要な倫理・道徳（３） 

1.技術と実践のせめぎあい： いのちの操

作と優性思想 

2.高度生殖医療の現状をめぐる倫理・道徳

的議論 

講義 14

階 

教

室 

新島 

14 1/25 木 ３ 歯科衛生士に必要な倫理・道徳（４） 

1. 患者理解と患者への配慮 

2. 患者の家族や家庭への配慮 

終末期医療におけるケア 

講義 14

階 

教

室 

新島 

15 1/25 木 ４ これまでのまとめ（３） 講義 14

階 

教

室 

新島 
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科 目 名： 解剖・口腔解剖学           

担当教員：※阿部 伸一 ※井出 吉信 ※廣内 英智 

※(実務経験教員による授業科目) 

 

1. 教科の特徴 

 歯科衛生士が対象とする顎・顔面・口腔および歯の形態と組織構造を学ぶことにより、

歯科予防処置・歯科診療補助・歯科保健指導などの臨床において理論的な裏付けに基づ

き理解することを目的とする。（本授業はオムニバス方式により行い、主に廣内 英智が

担当するが、頭蓋を構成する骨および、摂食・嚥下の解剖については実務経験に基づき

阿部 伸一が担当する。） 

ディプロマポリシー：１，２，３ 

 

ナンバリング 【B0401-1A】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科衛生士の役割を的確に果たすために、顎・顔面・口腔・歯の形態および構造を理

解することを目的とし、①顎・顔面の骨・筋・神経・脈管・口腔内臓および摂食嚥下の

解剖 ②歯の形態 ③歯・歯周組織の構造について理解する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）頭蓋を構成する骨について説明する。（10%） 

２）顎顔面を構成する骨の各部の名称について説明する。（10%） 

３）顎・顔面の筋（顔面筋・咀嚼筋・舌骨上筋）について説明する。（10%） 

４）顎・顔面に分布する脈管について説明する。（10%） 

５）顎・顔面に分布する神経について説明する。（10%） 

６）これまで学んだ頭部の構造について統合的に説明する。 

７）口腔内臓について説明する。（10%） 

８）歯の基本的名称について説明する。（10%） 

９）永久歯の形態について説明する。（10%） 

10）乳歯の形態について説明する。（10%） 

11）口腔・咽頭の構造、摂食・嚥下のメカニズムについて説明する。（10%） 

12) これまで学んだ解剖学的構造についてご遺体を用いて統合的に説明する。 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

 

２）能動的方法： 

  ディスカッション 

３）媒体： 

  教科書、スライド 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  ポストテスト 
２）総括的評価： 

  中間試験（50%）、期末試験（50%） 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

予習としてテキストを熟読のこと。 

２）事後学修 

復習にはノートおよび、テキストの見直しを推奨  

３）事前学修・事後学修の評価 

次回講義の開始時に、ディスカッションを行う。 

 

7. 教科書 

①一般社団法人 全国歯科

衛生士教育協議会 監修 

②井出吉信 監修 

①歯科衛生学シリーズ 

 歯・口腔の構造と機能 口腔解剖学・

口腔組織発生学・口腔生理学 第１版 

②口腔顎顔面解剖ノート 第２版 

①医歯薬出版

株式会社 
② 株 式 会 社 

学建書院 
 

8. 参考図書 

阿部伸一 著 基本のきほん 摂食嚥下の機能解剖 

第１版 

医歯薬出版株

式会社 
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ ４/10 月 ２ 歯の総論 

歯の基本的名称 

歯の交換 

 
 

講義 14

階 

教

室 

井出 

２ ４/17 月 ２ 骨（１） 

頭蓋を構成する骨 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

３ ４/24 月 ２ 骨（２） 

頭蓋骨の各部の名称（上顎骨） 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

４ ５/８ 月 ２ 骨（２） 

頭蓋骨の各部の名称（副鼻腔・下顎骨） 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

５ ５/15 月 ２ 筋 

顎顔面の筋（咀嚼筋） 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

６ ５/22 月 ２ 筋 

顎顔面の筋（舌骨上筋・顔面筋） 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

７ ５/29 月 ２ 脈管 

顎顔面に分布する脈管 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

８ ６/５ 月 ２ 神経 

顎顔面に分布する神経 

（脳神経12対と通る孔の名称） 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

        

 

        

９ ６/12 月 ２ 中間試験 講義 14

階 

教

室 

廣内 

10 ６/19 月 ２ 口腔内臓 

 口腔前庭・固有口腔 

唾液腺・舌 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

11 ６/26 月 ２ 永久歯の形態 

 前歯・臼歯の形態 

講義 14

階 

教

室 

山本

（将） 

12 ７/３ 月 ２ 乳歯の形態 

乳歯総論 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

13 ７/10 月 ２ 乳歯の形態 

乳前歯・乳臼歯の形態 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

14 ９/４ 月 ２ 総復習 

口腔内臓、永久歯・乳歯の形態および 

血管神経の走行に関する総復習 

講義 14

階 

教

室 

廣内 

15 ９/11 月 ２ 摂食・嚥下の解剖 

口腔・咽頭の構造 

摂食・嚥下のメカニズム 

講義 14

階 

教

室 

阿部 

 

-41-



 

 

 

 

 

 

 

 
 

-42-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

-43-



  

 

-44-



 

 

 

 

 

 

 

 
 (100%)

 

-45-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

-46-



 

 

-47-



 

科 目 名： 病理・口腔病理学           
担当教員： ※松坂賢一、※國分克寿、※中島 啓、※明石良彦  
 
1. 教科の特徴 

 病理・口腔病理学は、疾患を正しく認識するために、その原因と病態を解明する学問

である。前半の病理学では、病理学総論として臓器の違いを超えて共通にみられる疾患

について、その原因、発病、経過、転帰という一連の変化を学ぶ。後半の口腔病理学で

は、口腔疾患を病理学総論に基づいて確認するとともに、口腔疾患特有の病態を理解す

る。本科目は、歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じ

て、個人の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材となるため

の根幹となるものである。（ディプロマポリシー１） 
 
ナンバリング 【B0404-1A】 
 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 全身および口腔の疾患がどのような原因で発現し、どんな変化、経過をとっていくの

か、そして最終的にはどのような転帰を取るのかについて、自分から積極的に考えてい

くための知識を習得する。 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

Ⅰ編 病理学総論 
 １）病気の原因について、外因と内因から説明できる。（5％） 
 ２）遺伝性疾患や先天異常について説明できる。（5％） 
 ３）循環障害が関与する疾患について、血液・リンパ液・組織液の循環障害から 
   病態を説明できる。（5％） 
 ４）代謝障害（退行性病変）が関連する疾患について説明できる。（5％） 
 ５）増殖と修復が関連する疾患について説明できる。（5％） 
 ６）抜歯創の治癒機転とその異常について説明できる。（5％） 
 ７）炎症と免疫応答異常の概念、分類、病態および関連する疾患について 
   説明できる。（7％） 
 ８）腫瘍の概念、分類、病態について説明できる。（7％） 

Ⅱ編 口腔病理学 
 ９）歯の発育異常の種類、原因、好発部位、特徴について説明できる。（5％） 
１０）歯の損傷の分類と原因について説明できる。（5％） 
１１）う蝕の発生機序、原因、分類、好発部位について説明できる。（5％） 
１２）象牙質・歯髄複合体における疾患の特殊性を理解し、原因、分類、 

 

   病理所見について説明できる。（7％） 
１３）歯周組織に生じる疾患の原因、分類、病理所見について説明できる。（7％） 
１４）口腔粘膜疾患の種類と好発部位、臨床所見、病理像について説明できる。（7％） 
１５）口腔領域の嚢胞と腫瘍の分類、臨床所見、成り立ち、病理所見について 
   説明できる。（10％） 
１６）唾液腺の病変について説明できる。（5％） 
１７）顎骨の病変や口腔領域の奇形について説明できる。（5％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
板書を中心とした講義 

２）能動的方法： 
ディスカッション 
プレテスト、ポストテスト 

３）媒体： 
教科書、スライド、プリント 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
 各回の授業における重要ポイントを把握するため、学生自身が自己の理解度を 
把握するために行う。次回授業開始時にフィードバックを行う。 

２）総括的評価： 
（１）定期試験（90～100％） 

 講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。 
  （２）平常点評価（0～10％） 

 日常的な授業中の態度、質問事項に対する回答状況、授業の出欠状況等を 
評価する。 

 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修（10～15 分） 
各回の講義内容について教科書の該当部分を読んでおく。 
第１回（4/12）：I 編 病理学総論 1 章 病理学序論と病因論 

2 章 遺伝性疾患と先天異常 
第２回（4/19）：I 編 病理学総論 3 章 循環障害 
第３回（4/26）：I 編 病理学総論 4 章 代謝障害と退行性病変 
第４回（5/10）：I 編 病理学総論 5 章 増殖と修復 
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第５回（5/17）、第６回（5/24）：I 編 病理学総論 6 章 炎症と免疫応答異常 
第７回（5/31）、第８回（6/7）：I 編 病理学総論 7 章 腫瘍 

II 編 口腔病理学 8 章 口腔癌 
第９回（6/14）：II 編 口腔病理学 6 章 口腔粘膜の病変 
第１０回（6/21）：II 編 口腔病理学 11 章 口腔領域の奇形（形成異常） 
第１１回（6/28）：II 編 口腔病理学 1 章 歯の発育異常 

2 章 歯の損傷と着色・付着物 
第１２回（7/5）：II 編 口腔病理学 3 章 う蝕 

4 章 象牙質・歯髄複合体の病態 
第１３回（7/12）：II 編 口腔病理学 5 章 歯周組織の病態 
第１４回（7/19）：II 編 口腔病理学 7 章 口腔領域の嚢胞と腫瘍 

9 章 顎骨の病変 
第１５回（9/6）：II 編 口腔病理学 10 章 唾液腺の病変 

２）事後学修（10～15 分） 
教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 
事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを 

行う。 
 
7. 教科書 

一般社団法人全国歯科衛生

士教育協議会 監修 
前田健康・眞木吉信・松田裕

子 編集 

歯科衛生学シリーズ 
疾病の成り立ち及び回復過程の促進

１ 
病理学・口腔病理学 

医歯薬出版 

 
8. 参考図書 

特に指定なし   
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 9 階 病理学講座内 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 
時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 
場

所 
担当者 

１ 4/12 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
１章 病理学序論と病因論 
内因、外因 

２章 遺伝性疾患と先天異常 
遺伝性疾患、先天異常、奇形  

講義 14
階 
教

室 

松 坂 
明 石 

２ 4/19 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
３章 循環障害 
虚血、充血とうっ血、出血、 
浮腫（水腫）、ショック、血栓症、 
塞栓症と梗塞、動脈硬化症 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

３ 4/26 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
４章 代謝障害と退行性病変 
変性と物質代謝障害、萎縮、 
細胞死 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

４ 5/10 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
５章 増殖と修復 
肥大と増生（過形成）、化生、 
再生と修復、創傷治癒、異物処理 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

５ 5/17 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
６章 炎症と免疫応答１ 
総論（定義、経過、分類）、 
滲出性炎 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

６ 5/24 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
６章 炎症と免疫応答２ 
特異性炎、 
免疫応答、免疫応答異常 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

７ 5/31 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
７章 腫瘍１ 
総論（定義、発生機序と原因）、 
発生母組織と腫瘍の各型 

講義 14
階 
教

室 

明 石 
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８ 6/7 水 １ Ⅰ編 病理学総論 
７章 腫瘍２ 
悪性度による分類、前がん病変 

Ⅱ編 口腔病理学 
８章 口腔癌 
口腔潜在的悪性疾患、 
口腔上皮性異形成と上皮内癌、 
扁平上皮癌 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

９ 6/14 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
６章 口腔粘膜の病変 
白色病変、黒色病変、 
水疱形成病変、潰瘍形成病変 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

10 6/21 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
１１章 口腔領域の奇形（形成異常） 

顔面と口腔の披裂、口腔の発育異常、 

口腔顎顔面に異常を来す奇形症候群 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

11 6/28 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
１章 歯の発育異常 
歯の大きさ・数・形・構造・ 
萌出時期・位置の異常、咬合の異常 

２章 歯の損傷と着色・付着物 
物理的損傷、化学的損傷、 
歯の着色、プラークと歯石 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

12 7/5 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
３章 う 蝕 
う蝕の病因、分類、組織学的変化 

４章 象牙質・歯髄複合体の病態 
歯髄炎、歯髄の退行性変化、 
象牙質の増生、象牙質知覚過敏症 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

13 7/12 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
５章 歯周組織の病態 
根尖部歯周組織の病変、 
辺縁部歯周組織の病変、 
エプーリス、 
セメント質増生，セメント（質）粒 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

 

14 7/19 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
７章 口腔領域の嚢胞と腫瘍 
口腔領域の嚢胞、 
口腔領域の腫瘍 
（歯原性腫瘍、非歯原性腫瘍） 

９章 顎骨の病変 
顎骨骨髄炎、腫瘍様病変、 
顎関節の疾患 

講義 14
階 
教

室 

明 石 

15 9/6 水 １ Ⅱ編 口腔病理学 
第１０章 唾液腺の病変 
流行性耳下腺炎、 
シェーグレン症候群、唾石症、 
粘液嚢胞、唾液腺腫瘍 

講義 14
階 
教

室 

明 石 
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科目名： 口腔衛生学  
担当教員： ※杉原 直樹  

※(実務経験教員による授業科目) 
 
1. 教科の特徴 

 口腔衛生学は、医学・歯科医学を統合的に理解して全人的な歯科医療を提供するた

めに必要な基本的な知識の根幹となるものであり、歯科疾患予防のためのセルフケア、

パブリックケア、プロフェッショナルケアを実践するために必須である。（ディプロ

マポリシー１、２，３） 
 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科疾患を予防するために、個人における口腔の健康と機能の維持増進のための全

身的要因、生活習慣、社会経済的要因および環境要因のリスク評価について理解し、

リスク評価およびライフステージに基づいた保健指導および予防処置を修得する。 
 
ナンバリング 【B0407-1A】 
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）口腔衛生学および口腔ケアを概説する。（10％） 
２）歯・口腔の健康について概説する。（10％） 
３）齲蝕の疫学と根拠に基づいた予防法について概説する。（10％） 
４）齲蝕の発病要因を説明する。（10％） 
５）齲蝕の発病要因の評価方法（齲蝕活動性試験）を説明する。（10％） 
６）齲蝕の保健指導と予防処置を説明する。（10％） 
７）歯周疾患の保健指導と予防処置を説明する。（10％） 
８）口腔清掃の方法を説明する。（10％） 
９）その他の歯科疾患の予防方法を説明する。（10％） 
10）ライフステージにおける口腔保健管理について理解する。（10％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 
２）能動的方法：プレテスト・ポステスト、ディスカッション 
３）媒体：教科書、参考図書、プリント、コンピュータ画像 
   

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 
  プレテスト・ポストテストを行う。 
２）総括的評価： 
  定期試験については、講義内容の理解度を空欄補充、真偽選択、論述等の記述試

験で評価する。（90％） 
  課題の提出状況、授業の出欠状況、日常的な授業の取組状況などを評価する。

（10％） 
 
6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第２回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第３回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 

第４回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第５回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第６回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第７回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第８回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第９回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15 分） 
第10回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 
第11回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 
第12回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 
第13回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 
第14回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 
第15回：教科書の該当ページを読んでポイントを掴んだ上で授業に臨むこと（15分） 

２）事後学修 
第１回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第２回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第３回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第４回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第５回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第６回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第７回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第８回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第９回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第 10 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第 11 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第 12 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第 13 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分）第１回：  
第 14 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 
第 15 回：授業内容を再度見直し、曖昧な部分は再確認する（15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学修：講義当日の開始時にプレテストで確認する。 
事後学修：次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 
7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯・口腔の健康と予防に関わる人間

と社会の仕組み 1 保健生態学 

医歯薬出版 

松久保 隆、八重垣 健、

前野正夫、那須郁夫、小松

﨑 明、杉原直樹 監修・執

筆 

口腔衛生学 2022 一世出版 

 
8. 参考図書 

一般財団法人 
厚生労働統計協会 

国 民 衛 生 の 動 向 ・ 厚 生 の 指 標

2022/2023 
厚生労働統計

協会 
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 10 階衛生学講座 
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10. 出席について 
原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。 

 
回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 4/11 火 １ (1)‐1 口腔衛生学 総論 
講義の概要について 
口腔衛生学の定義 
口腔ケアの概念と分類 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

２ 4/18 火 １ (1)‐2 口腔衛生学 総論 
疾病の自然史と疾病予防 
ハイリスクストラテジーとポピュレー

ションストラテジー 
健康日本 21(第 2 次)と歯・口腔の健康 
歯科口腔保健の推進に関する法律 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

３ 4/25 火 １ (2)歯・口腔の健康についての基本的知識 
歯・口腔の健康 
（歯・口腔の構造、歯・口腔の発生と

成長・発育、歯・口腔の機能） 
口腔の健康と全身の健康 
歯・口腔の付着物・沈着物 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

４ 5/9 火 １ (3)口腔清掃法と口腔清掃指導 
口腔清掃と口腔清掃法の分類 
人工的清掃法 
口腔清掃による為害作用 
歯磨剤と洗口剤 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

５ 5/16 火 １ (4)歯科疾患の疫学歯科疾患に対する疫学

的アプローチの意義 
齲蝕の疫学 
歯周疾患の疫学 
その他の疾患の疫学 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

６ 5/23 火 １ (5)齲蝕の病因論 
齲蝕発生のメカニズム 
齲蝕の発生要因 
齲蝕の第一次予防、第二次予防、 
第三次予防 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

７ 5/30 火 １ (6)齲蝕発病因子の評価法 
齲蝕活動性とは 
齲蝕活動性試験の目的 
齲蝕活動性試験の具備すべき条件 
齲蝕活動性試験の臨床における使用 
目的 
齲蝕活動性試験の分類と種類 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

８ 6/6 火 １ (7)‐1 齲蝕予防 
-非齲蝕誘発性甘味料と間食指導- 
齲蝕発病と食事要因との関係 
糖質の種類と齲蝕発病性 
Stephan’s curve (ステファン・カーブ) 
非齲蝕誘発性甘味料の種類と特徴 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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９ 6/13 火 １ (7)‐2 齲蝕予防 
 -小窩裂溝填塞法(齲蝕予防填塞法)- 
小窩裂溝填塞法(齲蝕予防填塞法)とは 
填塞材の種類と特徴 
填塞術式 
酸処理 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

10 6/20 火 １ (7)‐3 齲蝕予防 
-フッ化物による齲蝕予防法Ⅰ- 
フッ化物の基本知識 
フッ化物の計算問題１ 
フッ化物摂取量とその基準 
フッ素の代謝 
オーラル・ケアの分類とフッ化物応用 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

11 6/27 火 １ (7)‐4 齲蝕予防 
-フッ化物による齲蝕予防法Ⅱ- 
フッ化物応用における齲蝕予防方法 
フッ化物の局所応用 
フッ化物の全身応用 
フッ化物の計算問題２ 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

12 7/4 火 １ (7)‐5 齲蝕予防 
-フッ化物による齲蝕予防法Ⅲ- 
フッ化物による齲蝕予防メカニズム 
フッ化物の毒性 
フッ化物の計算問題３ 
ライフステージに応じたフッ化物応用 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

13 7/11 火 １ (8)歯周疾患の予防 
歯周疾患の症状と分類 
歯周疾患の発症機序 
歯周疾患の全身に与える影響 
歯周疾患の予防手段と処置 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

14 7/18 火 １ (9)その他の歯科疾患の予防 
歯の酸蝕症の予防 
口内炎の予防 
口腔癌の予防 
不正咬合の予防 
顎関節症の予防 
歯の形成不全の予防 
口臭症の予防 
口腔乾燥症の予防 

講義 14
階 
教

室 

杉原 

15 9/5 火 １ (10)ライフステージごとの口腔保健管理 
口腔保健管理の目標 
母子口腔保健 
小児の口腔保健 
成人期・老年期の口腔保健 
まとめ 

講義 14
階 
教

室 

杉原 
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ICHG  

 

 

http://www.kankyokansen.org/modules/education/index.pph?co
ntent_id=5 

https://med.saraya.com/gakujutsu/guideline/pdf/dentalcdc.pdf 
Centers for 
Disease Control 
and Prevention

Infection Prevention & Control 
Guidelines & Recommendations

Centers for Disease 
Control and 
Prevention

https://www.cdc.gov/oralhealth/infectioncontrol/guidelines/inde
x.htm
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科 目 名： 歯内療法学     

担当教員： 古澤 成博、佐古 亮、鈴木 穗、中里 晴香    

 

1. 教科の特徴 

 歯内療法学は、髄腔・根管内・根尖部周囲組織という肉眼では直視できない領域を処

置対象とする、臨床歯学の一分野である。一般歯科医師や歯科衛生士が、日常臨床で遭

遇する確率は極めて高く、歯科治療の中心であると言っても過言ではない。また、使用

する器材も細かく多岐にわたるため、充分な知識を身につけておく必要がある教科であ

る。（ディプロマポリシー１） 

ナンバリング 【B0413-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯内療法領域疾患の診察、検査および治療において適切な介補業務を実施するために

必要な関連事項の知識を修得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯内療法領域疾患の分類を説明する。（20％） 

２）歯内療法における診察、検査に必要な項目を説明する。（20％） 

３）歯髄疾患の原因・症状・処置方針を説明する。（20％） 

４）根尖性歯周組織疾患の原因・症状・処置方針を説明する。（20％） 

５）歯内療法領域疾患の治療に必要な器具を説明する。（20％） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講 義 

２）能動的方法： 

  ポストテスト 

３）媒体： 

  教科書、スライド、配布資料 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  各講義で実施するポストテスト（20％） 

２）総括的評価： 

定期試験で実施する空欄補充、論述などの筆記試験（80％） 

 

   事前学修・事後学修 

１）事前学修 

各回に行う内容について、講義前に教科書を読むこと。（20 分） 

２）事後学修 

講義終了後に教科書・配布資料を読み、講義内容を整理、必要があればノートに追

加記載しておくこと。（20 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 

講義終了前にポストテストを行うことがある。 

 

6. 教科書 

古澤成博、村松敬、菅野亜紀

ら編 

歯科衛生士講座 保存修復学・歯内療

法学 

永末書店 

 

7. 参考図書 

勝海一郎・興地隆史・石井信

之・中田和彦［編著］ 

歯内治療学第５版 医歯薬出版 

 

8. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時まで 

 

9. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 11/30 木 １ 歯内療法概論 

歯内療法の歴史 

  対象となる疾患 

  歯内療法と歯科衛生士 
 

講義 14

階 

教

室 

古 澤 

２ 12/７ 木 １ 歯内療法の概要Ⅰ 

歯髄疾患 

分類と症状・処置方針 

講義 14

階 

教

室 

佐 古 

３ 12/14 木 １ 歯内療法の概要Ⅱ 

 根尖性歯周疾患 

 分類と症状・処置方針 

講義 14

階 

教

室 

佐 古 

４ 12/21 木 １ 処置の前準備・歯髄保存療法 

除痛法 防湿法 仮封法  

歯髄鎮痛消炎療法 覆髄法各種 

講義 14

階 

教

室 

佐 古 

５ １/11 木 １ 歯髄除去療法 

生活断髄法 直接抜髄法 

講義 14

階 

教

室 

佐 古 

６ １/18 木 １ 根管処置Ⅰ 

感染根管治療 

根管処置用器具 根管治療用薬剤 

講義 14

階 

教

室 

中 里 

７ １/25 木 １ 根管処置Ⅱ 

根管形成法 根管充填法 

講義 14

階 

教

室 

鈴 木 

８ ２/１ 木 １ 外科的歯内療法・偶発症 

外科的歯内療法処置の目的と種類 

偶発症の種類とその対応 

外傷歯の治療 

歯内療法学総まとめ 

講義 14

階 

教

室 

古 澤 
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科 目 名： 保存修復学 

担当教員： ※村松 敬、※石塚久子      

※(実務経験教員による授業科目) 

 

1. 教科の特徴 

 歯の硬組織は一度欠損を生じると自然治癒が困難なため、人為的に回復させる必要があ

る。歯の硬組織疾患や形態異常、および外傷などによって生じた歯の硬組織欠損部に対し

て疾病の進行を抑止し、病的なものには治療を施し、解剖学的、機能的、審美的に回復さ

せるための学問、技術の体系が保存修復学である。本教科では齲蝕や非齲蝕性硬組織疾患

に対する歯科治療に必要な基本的知識を身につけるとともに論理的思考および問題解決が

できるようにする（ディプロマポリシー４）。また、これにより歯科衛生士として歯科疾

患の予防及び口腔衛生の向上、さらには高齢者の保存修復治療について理解できることが

特徴である（ディプロマポリシー１，２）。  

 

ナンバリング 【B0414-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科診療の補助と歯科保健指導を行うために、歯の硬組織疾患、非う蝕性硬組織疾

患の病因、病態ならびに治療法を理解する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）歯の硬組織の常態を説明する。（5%） 

２）歯の硬組織疾患の病因・病態について説明する。（10%） 

３）歯の硬組織疾患の診断および治療計画の立案に必要な診査項目を説明する。（15%） 

４）修復処置における歯科衛生士の役割と業務を説明する。（15%） 

５）修復処置の臨床的意義と方法について説明する。（15%） 

６）修復処置に必要な器具の使用方法および目的を説明する。（15%） 

７）修復処置に必要な歯科材料の特性、成分および構造を説明する。（15%） 

８）修復処置後の口腔内の健康管理と健康づくり支援の方法について説明する。（10%） 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

  課題、前回の講義内容の質問 

 

３）媒体： 

  教科書、参考図書、スライド，プリント，コンピューター画像，動画など 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  各回の講義開始時に前回の講義内容について質問する。 

２）総括的評価： 

  定期試験（100％）：記述、穴埋め、図示などで行う。 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

各回、授業内容項目について，教科書を読んでおくこと（15 分）。  

２）事後学修 

毎回、前回の講義の復習をしておくこと （15 分） 

３）事前学修・事後学修の評価 

毎回、講義の開始時に前回の講義内容について質問する。（5-10 分程度） 

 

7. 教科書 

古澤成博、村松敬、菅野亜紀

ら編 

歯科衛生士講座 保存修復学・歯内療

法学 

永末書店 

 

8. 参考図書 

片山 直、小松正志、松尾敬

志 編著 

新・歯科衛生士教育マニュアル 保存

修復(初版) 

クインテッセ

ンス出版 
 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

10/6 

・ 

10/13 

・ 

10/20 

金 １ 保存修復学概論 

 目的、意義、対象疾患 

保存修復学総論 

 診断のための検査 

歯の硬組織疾患 

  分類 

  う蝕（分類、病因、病態、好発部位、

進行、リスクファクター） 

  非う蝕性の硬組織疾患（分類、病因、

病態） 

窩洞（構成、分類、条件） 

歯の切削 

  歯の切削とう蝕除去 

  ミニマルインターベンション デンテ

ィストリー（MID） 

  象牙質・歯髄複合体の保護 

講義 14

階 

教

室 

村松 

４ 10/25 水 １ 保存修復学各論①（直接修復） 

コンポジットレジン修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  歯質との接着メカニズム 

講義 14

階 

教

室 

石塚 

５ 10/27 金 １ 保存修復学各論①（直接修復） 

グラスアイオノマーセメント修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

アマルガム修復 

  水銀と余剰アマルガムの取り扱い 

講義 14

階 

教

室 

石塚 

６ 11/9 木 ４ 保存修復学各論②（間接修復） 

メタルインレー修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  製作方法とその特徴 

 

講義 14

階 

教

室 

石塚 

７ 11/17 金 １ 保存修復学各論②（間接修復） 

セラミックインレー修復、コンポジット

レジンインレー修復 

  特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

  製作方法とその特徴 

  合着・接着と修復物の仕上げ、研磨 

講義 14

階 

教

室 

石塚 

８ 11/24 金 １ 保存修復学各論③（変色歯への対応） 

ベニア修復、歯の漂白法 

  分類、特徴、適応症と禁忌症 

  臨床術式と補助 

講義 14

階 

教

室 

石塚 
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科目名： 歯科補綴学   
担当教員： ※関根秀志、※野本俊太郎、※四ツ谷護  
 
1. 教科の特徴 

補綴とは、歯・歯列・顎骨・顔面の一部あるいはすべての欠損を人工物で補い、低

下または失われた機能（咀嚼、嚥下、構音）と、口元および顔貌の審美性（見た目）

を改善・回復することである．これに用いる人工物を「補綴装置」といい、補綴装置

を口の中あるいは顔面の装着する治療を「補綴歯科治療」という．「歯科補綴学」と

は、このような治療を考究する学問のことである．この歯科治療学Ⅲ（歯科補綴学）

の履修により、補綴歯科治療を受けた患者に対して、歯科疾患の予防および口腔衛生

の向上を図り、正常な咀嚼・嚥下機能により個人の健康を増進させ、健康づくりを支

援できる能力を確実なものとする（ディプロマポリシー１）．またあわせて、医療、

介護の部分においても、医師、看護師などの多職種と協調して歯科保健医療が提供で

きる能力を確実なものとする（ディプロマポリシー３）． 
 
ナンバリング 【B0416-1B】 
 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

適切な口腔保健指導および円滑な歯科診療補助、正常な咀嚼・嚥下機能により個人

の健康を増進させ健康づくりを支援、医師や看護師などの多職種と協調した歯科保健

医療、を行うために、補綴治療に関する基礎的な知識を修得する．  
 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）補綴歯科治療の目的を概説できる（2％） 
２）歯の欠損に伴う生理的変化を説明できる（3％） 
３）補綴装置の種類とその特徴を概説できる（4％） 
４）補綴歯科治療における歯科衛生士の役割を概説できる（3％） 
５）補綴歯科治療における咬合と歯列にかかわる基本的な用語を概説できる（3％） 
６）補綴歯科治療で重要な基準平面を説明できる（3％） 
７）口腔機能の特徴を説明できる（3％） 
８）顎関節の構造と機能を説明できる（2％） 
９）顎関節症の特徴を説明できる（2％） 
10）医療面接の意義を概説できる（3％） 
11）口腔内の検査を説明できる（3％） 
12）画像検査の種類と特徴を説明できる（2％） 
13）咬合と顎機能検査の種類と特徴を説明できる（3％） 
14）クラウン・ブリッジ治療の特徴を概説できる（2％） 
15）クラウン・ブリッジ治療の流れを説明できる（4％） 
16）クラウン・ブリッジ治療の流れに沿った器材を準備できる（4％） 
17）クラウン・ブリッジ治療の患者への説明と指導が実施できる（3％） 
18）クラウン・ブリッジ治療に伴うトラブルとその対応が説明できる（2％） 
19）全部床義歯治療の特徴を説明できる（2％） 
20）全部床義歯治療の流れを説明できる（4％） 
21）全部床義歯治療の流れに沿った器材を準備できる（4％） 
22）全部床義歯治療の患者への説明と指導が実施できる（3％） 
23）全部床義歯治療に伴うトラブルとその対応が説明できる（2％） 
24）部分床義歯治療の特徴を概説できる（2％） 
25）部分床義歯治療の流れを説明できる（4％） 

26）部分床義歯治療の流れに沿った器材を準備できる（4％） 
27）部分床義歯治療の患者への説明と指導を実施できる（3％） 
28）部分床義歯治療に伴うトラブルとその対応を説明できる（2％） 
29）顎顔面補綴治療の特徴を概説できる（2％） 
30）構音・嚥下機能の補綴治療の特徴を概説できる（2％） 
31）顎関節症と歯ぎしりの治療の特徴を概説できる（2％） 
32）スポーツ外傷の特徴を概説できる（2％） 
33）睡眠時無呼吸症候群の治療を概説できる（2％） 
34）特殊な補綴歯科治療での歯科衛生士の役割を概説できる（2％） 
35）補綴歯科治療における器材管理の概要を説明できる（2％） 
36）器具・器材別の滅菌、消毒、洗浄、保管を実施できる（3％） 
37）歯科技工士との連携を説明できる（2％） 

 
4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 
   講義 
２）能動的方法： 
   ディスカッション 
３）媒体： 
   教科書・スライド・プリント 

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 
   各回の講義内で、無作為に学生を指名して質問して解答させる 
２）総括的評価： 
   定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記

述で評価する（100％） 
 
6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 
第１回： 教科書 P 2～P11 P26～28 を読んでおく（20 分） 
第２回： 教科書 P29～P47 を読んでおく（20 分） 
第３回： 教科書 P48～P67 を読んでおく（20 分） 
第４回： 教科書 P68～P78 P12～16 を読んでおく（20 分） 
第５回： 教科書 P78～P88 を読んでおく（20 分） 
第６回： 教科書 P88～P93 を読んでおく（20 分） 
第７回： 教科書 P95～P108 を読んでおく（20 分） 
第８回： 教科書 P109～P114  P16～ P18 を読んでおく（20 分） 
第９回： 教科書 P114～P131 を読んでおく（20 分） 
第 10 回： 教科書 P131～P141 を読んでおく（20 分） 
第 11 回： 教科書 P141～P146 P18～P23 を読んでおく（20 分） 
第 12 回： 教科書 P146～P161 を読んでおく（20 分） 
第 13 回： 教科書 P161～P174 を読んでおく（20 分） 
第 14 回： 教科書 P209～P219 を読んでおく（20 分） 
第 15 回： 教科書 P220～P225 を読んでおく（20 分） 

 
２）事後学修 

第１回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
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第２回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第３回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第４回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第５回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第６回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第７回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第８回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第９回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 10 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 11 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 12 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 13 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 14 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
第 15 回： 教科書、配布資料を再確認し、重要なポイントを確認する（30 分） 
 

３）事前学修・事後学修の評価 
事前学修： 各回の講義内で、無作為に学生を指名して当日の講義に関する質問

を解答させ、事前学修の確認をする． 
    事後学修： 次回の講義開始時に、無作為に学生を指名して前回の授業に関する質

問を解答させ、その理解度と事後学修の確認をする． 
 
7. 教科書 

一般社団法人全国歯科衛生

士教育協議会 監修 
歯科衛生学シリーズ 歯科補綴学 医歯薬出版社 

 
8. 参考図書 

(公社)日本補綴歯科学会 偏 歯科補綴学専門用語集 第５版 医歯薬出版 
 
9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする． 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること．

 
回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 
担当

者 
１ 10/2 月 １ ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 

1． 補綴治療の概要 
❶ 補綴とは  
❷ 補綴歯科治療の意義と目的 
❸ 歯の欠損に伴う生理的変化 
❺ 補綴歯科治療における 

歯科衛生士の役割 
 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

関根 

２ 10/16 月 1 ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 
2． 補綴歯科治療の基礎知識 

❶ 歯列と咬合 

❷ 補綴学的基準平面 

❸ 口腔の機能 

❹ 顎関節の構造・機能と病態 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

野本 

３ 10/23 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
1． 補綴歯科治療における検査 

❶ 医療面接と診察 
❷ 口腔内の検査 
❸ 画像検査 
❹ 咬合と顎口腔機能の検査 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

野本 

４ 10/30 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
2． クラウン・ブリッジ治療 
  ❶ クラウン・ブリッジ治療の概要 

ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 
1． 補綴治療の概要 

❹ 補綴歯科治療の方法と補綴装置 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

野本 

５ 11/6 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
2． クラウン・ブリッジ治療 

❷ クラウン・ブリッジ治療の流れと 

           診療の補助 

 
講義 

14
階 
教

室 

 
野本 

６ 11/13 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
２．クラウン・ブリッジ治療 

❷ クラウン・ブリッジ治療の流れと 

           診療の補助 

 
講義 

14
階 
教

室 

 
野本 

７ 11/20 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
２．クラウン・ブリッジ治療 

❷ クラウン・ブリッジ治療の流れと 

             診療の補助 

  ❸ クラウン・ブリッジ治療に伴う 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

野本 
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         トラブルとその対応 

８ 11/27 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
 ３．有床義歯治療 

❶ 全部床義歯治療の概要 

❷ 全部床義歯治療の流れと 

診療の補助 
ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 

1． 補綴治療の概要 
❹ 補綴歯科治療の方法と補綴装置 

 
 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

四ツ

谷 

９ 12/4 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
３．有床義歯治療 

❷ 全部床義歯治療の流れと 

診療の補助 

 
講義 

14
階 
教

室 

 
四ツ

谷 

10 12/11 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
３．有床義歯治療 

❷ 全部床義歯治療の流れと 

診療の補助 

 
講義 

14
階 
教

室 

 
四 ツ

谷 
 

11 12/18 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
３．有床義歯治療 

❸ 全部床義歯治療に伴うトラブルと 

           その対応 

❹ 部分床義歯治療の概要 

ⅰ．補綴歯科治療の基礎知識 
1． 補綴治療の概要 

❹ 補綴歯科治療の方法と補綴装置 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
四ツ

谷 

12 1/9 火 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
３．有床義歯治療 

❹ 部分床義歯治療の概要 

❺ 部分床義歯治療の流れと 

診療の補助 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
四ツ

谷 

13 1/15 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
３．有床義歯治療 

❺ 部分床義歯治療の流れと 

診療の補助 

 
講義 

14
階 
教

室 

 
四ツ

谷 

14 1/22 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
５．特殊な口腔内装置を用いる治療 

❶ 顎顔面補綴治療 

❷ 構音・嚥下機能の補助治療 

❸ 顎関節症と歯ぎしりの治療 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
四ツ

谷 

❹ スポーツ外傷の予防 

❺ 睡眠時無呼吸症候群の歯科的治療 

15 1/29 月 １ Ⅱ．補綴歯科治療の実際と歯科衛生士の役

割 
６．補綴歯科治療における器材の管理 
   ❶器具・器材別滅菌、消毒、洗浄 
                 保管 

  ❷ 歯科技工士との連携 

 
 

講義 

14
階 
教

室 

 
 

関根 
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科 目 名： 小児歯科学           

担当教員： 新谷誠康 辻野啓一郎 櫻井敦朗 本間宏実   

 

1. 教科の特徴 

１．歯科衛生士として小児の歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、

個人の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力を育む。 

２．高齢社会、少子化の進むなかで、おろそかにされがちな小児の健康増進に対応する。 

３．専門職として多職種と協働して小児の歯科保健医療を提供する能力を育む。 

４．成長発育の過程にある小児の歯科保健を通して、地域社会の種々な場に対応し健全

な口腔器官の育成にあたることができる能力を育む。 

 

ナンバリング 【B0503-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 歯科衛生士として小児歯科臨床におけるチーム診療を適切に行うために、小児期の口

腔疾患および異常に関する知識を修得する。 

 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１） 小児の心身の成長・発達を説明できる。 

２） 顎・顔面の成長過程を説明できる。 

３） 歯列・咬合の成長過程を説明できる。 

４） 歯の発育と異常を説明できる。 

５） 小児期の口腔疾患と治療法を説明できる。 

６） 小児の齲蝕予防の考え方を説明できる。 

７） 小児患者への対応法を説明できる。 

８） 小児患者の歯科保健指導と健康づくり支援に必要な知識と技能を説明できる。 

９） 障害の概念、種類と障害児の歯科的特徴を説明できる。 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法： 

  講義 

２）能動的方法： 

  ディスカッション 

３）媒体： 

  教科書、スライド、講義資料プリント 

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  講義開始時と終了時にプレテスト・ポストテストを行う。 

２）総括的評価： 

  定期試験については、講義内容の理解度を、空欄補充、真偽選択、論述等の記述試

験で評価する。(100%) 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

第１回：教科書 1～3 ページを読んでおく。(10 分) 

第２回：教科書 4～16 ページを読んでおく。(10 分) 

第３回：教科書 17～23 ページを読んでおく。(10 分) 

第４回：教科書 71～88 ページを読んでおく。(10 分) 

第５回：教科書 89～113 ページを読んでおく。(10 分) 

第６回：教科書 24～41 ページを読んでおく。(10 分) 

第７回：教科書 42～48 ページを読んでおく。(10 分) 

第８回：教科書 49～59 ページを読んでおく。(10 分) 

第９回：教科書 114～141 ページを読んでおく。(10 分) 

第 10 回：教科書 142～157 ページを読んでおく。(10 分) 

第 11 回：教科書 60～70 ページを読んでおく。(10 分) 

第 12 回：教科書 158～178 ページを読んでおく。(10 分) 

第 13 回：教科書 179～189 ページを読んでおく。(10 分) 

第 14 回：教科書 190～223 ページを読んでおく。(10 分) 

第 15 回：教科書 224～237 ページを読んでおく。(10 分) 

２）事後学修 

第１-15 回： 教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップする。

(15 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 

第１回： 事前学修： 講義当日の開始時にプレテストで確認する。 

事後学修： 次回講義の開始時に、事前学修のプレテストと共にポストテストを行う。 

 

7. 教科書 

編集主幹 新谷誠康 歯科衛生士講座 小児歯科学 永末書店 
 

8. 参考図書 

-90-



全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

小児歯科学 

医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 

 

回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/4 水 １ １．小児歯科学とは 

SBOs：１），８） 
 

講義 14

階 

教

室 

新谷 

２ 10/11 水 １ ２．心身の発育  

SBOs：１） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

３ 10/18 水 １ ３．頭蓋と顎の成長発育 

SBOs：１），２） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

４ 11/1 水 １ ４．歯の発育と異常 

SBOs：４） 

 

講義 14

階 

教

室 

本間 

５ 11/8 水 １ ５．歯列および咬合の発育と異常 

SBOs：３） 

 

講義 14

階 

教

室 

本間 

６ 11/15 水 １ ６．歯科口腔保健管理 

SBOs：８） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

７ 11/22 水 １ ７．小児の歯科的対応法 

SBOs：７） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

８ 11/29 水 １ ８．小児の歯科疾患 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 
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９ 12/6 水 １ ９．小児歯科診療の基本 

10．診察・診療 

SBOs：５），７），８） 

 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 

10 12/13 水 １ 11．小児における局所麻酔法 

12．小児の歯冠修復 

SBOs：５）13．歯内療法 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

11 12/20 水 １ 13．歯内療法 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

12 1/10 水 １ 14．外科的処置 

15．外傷の処置 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

本間 

13 1/17 水 １ 16．咬合誘導 

SBOs：５） 

講義 14

階 

教

室 

辻野 

14 1/24 水 １ 17．う蝕の予防処置と進行抑制 

18．リコール（定期健診） 

SBOs：５），６），８） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 

15 1/31 水 １ 19．障害児の歯科治療 

SBOs：９） 

講義 14

階 

教

室 

櫻井 
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科 目 名： 高齢者歯科学           

担当教員：※上田 貴之・※竜 正大・※中島純子・※髙野智史・※太田 緑            

※(実務経験教員による授業科目) 

1. 教科の特徴 

 高齢者歯科学は、高齢者の歯科治療だけではなく、高齢期の口腔機能管理などを通じ

て、食べる機能、話す機能の低下を防ぐことで、全身の健康を守り、寝たきり予防し、

健康長寿に歯科から支える学問である。高齢者の歯科保健・医療・福祉の分野における

科学と技術を学ぶことで本学のディプロマポリシーの３と４に掲げる歯科衛生士を育

成する。 

 

ナンバリング 【B0505-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

 高齢者に対する歯科衛生士業務を適切に実施するために必要な知識を習得する。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）高齢者を取り巻く社会を説明できる。(10％) 

２）加齢の科学を説明できる。(10%) 

３）高齢者における口腔領域の疾患を説明できる。(10%) 

４）全身状態の把握と対応を説明できる。(10%) 

５）高齢者歯科医療の場を説明できる。(10%) 

６）口腔衛生管理を説明できる。(10%) 

７）摂食嚥下障害とリハビリテーションを説明できる。(10%) 

８）介護保険における歯科衛生士の役割を説明できる。(10%) 

９）高齢者の口腔機能の評価と管理を説明できる。(10%) 

10）オーラルフレイルと口腔機能低下症を説明できる。(10%) 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

   

２）能動的方法：ポストテスト 

   

３）媒体：スライド 

   

 

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  客観試験（各回授業終了時）、レポート 

２）総括的評価： 

  筆記試験（100％） 

 

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修 

教科書の「おぼえよう」の項目を読んでおく。(10 分)  

２）事後学修 

「やってみよう」の問題を再確認する。(15 分) 

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学修：講義中に確認テストを行う。 

事後学修：教科書の「やってみよう」の問題を回答する。 

 

7. 教科書 

森戸光彦 編集主幹 

 

上田貴之 編著 

歯科衛生士講座 高齢者歯科学  

第 3 版 

診療室ではじめよう！口腔機能管理

と栄養指導  

永末書店 

 

永末書店 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 高齢者歯科学 医歯薬出版 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時／本館 8 階 老年歯科補綴学講座医局 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または終

了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅延

証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/3 火 1 ①高齢者を取り巻く社会を説明できる。 

1. 社会環境 
講義 14

階 

教

室 

上田 

２ 10/10 火 1 ①高齢者を取り巻く社会を説明できる。 

2. 社会保障 

講義 14

階 

教

室 

上田 

３ 10/17 火 1 ②加齢の科学を説明できる。 

1. 加齢と老化 

2. 組織・器官の変化 

3. 身体機能の変化 

講義 14

階 

教

室 

上田 

４ 10/24 火 1 ②加齢の科学を説明できる。 

4. 精神・心理的機能の変化 

5. 口腔領域の変化 

6. 口腔機能の変化 

講義 14

階 

教

室 

上田 

５ 10/31 火 1 ③高齢者における口腔領域の疾患を説明

できる。 

1. 齲蝕 

2. 歯周疾患 

3. 口腔粘膜疾患 

講義 14

階 

教

室 

髙野 

６ 11/7 火 1 ③高齢者における口腔領域の疾患を説明

できる。 

4. 口腔乾燥 

5. 口臭 

6. その他の疾患 

講義 14

階 

教

室 

髙野 

７ 11/14 火 1 ④全身状態の把握と対応を説明できる。 

1. 医療情報 

2. 全身疾患の評価と対応 

講義 14

階 

教

室 

髙野 

８ 11/21 火 1 ④全身状態の把握と対応を説明できる。 

3. 特別な配慮を必要とする患者への対 

応 

講義 14

階 

教

室 

髙野 

        

９ 11/28 火 1 ⑤高齢者歯科医療の場を説明できる。 

1. 通院困難者とは 

2. 外来診療 

3. 往診と訪問診療 

講義 14

階 

教

室 

太田 

10 12/5 火 1 ⑥口腔衛生管理を説明できる。 

1. 口腔衛生管理の視点から見た高齢者 

の口腔内環境 

2. 口腔環境の評価法 

講義 14

階 

教

室 

竜 

11 12/12 火 1 ⑥口腔衛生管理を説明できる。 

3. 口腔環境の管理の実際 

講義 14

階 

教

室 

竜 

12 12/19 火 1 ⑦摂食嚥下障害とリハビリテーションを

説明できる。 

1. 摂食嚥下機能のメカニズム 

講義 14

階 

教

室 

中島 

13 1/16 火 1 ⑦摂食嚥下障害とリハビリテーションを

説明できる。 

2. 摂食嚥下機能の評価・診断 

3. 摂食嚥下障害への対応 

講義 14

階 

教

室 

中島 

14 1/23 火 1 ⑧介護保険における歯科衛生士の役割を

説明できる。 

1. 介護予防 

2. 施設高齢者における「口腔ケア・マネ 

ジメントの実際」 

3. 在宅における口腔健康管理 

4. 栄養指導 

講義 14

階 

教

室 

太田 

15 1/30 火 1 ⑨高齢者の口腔機能の評価と管理を説明

できる。 

1．口腔機能評価 

2．口腔機能管理 

⑩オーラルフレイルと口腔機能低下症を

説明できる。 

1．オーラルフレイル 

2．口腔機能低下症 

＊総括 

講義 14

階 

教

室 

上田 
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科 目 名 ： 実習Ⅰ（歯科予防処置）  1 年後期        
担当教員： ※永井由美子 ※杉戸博記 ※多田美穂子 ※高倉枝里子 ※岩澤菜々恵     
 
1. 教科の特徴 

健康づくりの観点から口腔の健康が全身の健康につながるという社会の認識の高まり

により、問題が生じてからの対応ではなく、予防を心がけて行動することの大切さ  
が広まっている。 

   実習Ⅰでは対象者の歯および口腔の疾患を予防して健康な状態を維持・増進するため 
   に、歯科疾患予防論を受講の上、十分な技能を身につけて、実践する専門的処置を学 
      ぶ教科である。（ディプロマポリシー１） 
 
ナンバリング 【B0507-1B】 
 
2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 
 個人の口腔の健康を維持･増進を支援するために、臨床・臨地実習の場でう蝕と歯周疾 
患の予防処置を行うために必要な知識を踏まえたうえ、技術および態度を習得する。 

 
3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）う蝕の特徴（リスクファクターとその予防）を説明できる（2％） 
２）う蝕リスクテストを実施できる（8％） 
３）歯周組織の検査項目と方法を説明できる（2％） 
４）模型上で歯周ポケット測定ができる（8％） 
５）予防処置を実施する術部に応じたポジショニングが取れる（8％） 
６）各種スケーラーの特徴と把持方法・操作方法を説明できる（2％） 
７）模型上で各種スケーラーを操作できる（30％） 
８）歯面研磨（PMTC)の目的と方法を説明できる（2％） 
９）模型上で歯面研磨が実施できる（8％） 
10) 歯周ポケット洗浄・貼薬の操作方法を説明できる（2％） 
11) スケーラーシャープニングの目的と砥石の種類・使用用途を説明できる（2％） 
12）各種スケーラーに適した砥石でシャープニングを実施する（6％） 
13）フッ化物応用の意義と安全性を説明できる（2％） 
14）模型上でフッ化物歯面塗布法を実施できる（8％） 
15）小窩裂溝填塞の意義と使用材料を説明できる（2％） 
16）模型上で小窩裂溝填塞を実施できる（8％） 
 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 
１）受動的方法：講義、示説   
２）能動的方法：シミュレーション（マネキン）、ロールプレイ、ポストテスト   
３）媒   体：教科書、参考図書、PowerPoint、  配布資料（プリント）、 
        各自の歯科疾患予防論授業ノート、実習器具・機材   

 
5. 評価（EV : Evaluation） 

1）形成的評価：ポストテスト・レポート課題の提出状況などをフィードバックする。 
         

    2）総括的評価：筆記試験（記述・多肢選択式による出題）で評価する。（85～90％） 
          顎模型を用いたスケーリング実技試験で評価する。    （20～35％） 

ポストテスト・レポート課題の提出状況などを評価する｡（5％） 
 

 

 
 

6. 事前学修・事後学修 
１）事前学修 

第１～28 回：（各 15 分） 
前回の実習内容を復習し、シラバスに記載した関連教科書ページを読んでおく。  

 
２）事後学修 

第１～28 回：（各 15～20 分） 
・実習内容を確認し、歯科疾患予防論で配布されたプリントや講義ノートと教科 

書を確認する。 
・オフィスアワーを活用し実技で不足している点を自主練習で補う。 
・ポストテストで受けた内容を再確認する。  
 

３）事前学修・事後学修の評価 
第１～28 回：実習前に前回の実習内容について質問する（形成的評価） 
 

 
7. 教科書 
   

全国歯科衛生士教育協議会 
監修 

歯科衛生学シリーズ 
歯科予防処置論・歯科保健指導論  

医歯薬出版 

 
8. 参考図書 

E・M ウィルキンス 著／

遠藤圭子、中垣晴男、西  真
紀子、眞木吉信、松井恭

平、山根  瞳、若林則幸 監

訳 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床 

原著 11 版 
医歯薬出版 

荒川浩久、尾崎哲則、神原

正樹、三宅達郎 編著 
歯科衛生士テキスト 口腔衛生学 

第 3 版ー口腔保健統計を含むー 
学建書院 

一般財団法人 日本口腔衛

生学会 フッ化物応用委員

会 編 

フッ化物応用の化学 一般財団法人

口腔保健協会 

全国歯科衛生士教育協議会

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯周病学 

医歯薬出版 

沼部幸博、齋藤 淳、梅田  誠 歯科衛生士講座 歯周病学 
（第５版） 

永末書店 

 
9. オフィスアワー 

講義・実習実施日の終了後から 18 時 
 
10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。
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回

数 月日 曜

日 
時

限 内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 担当者 

１ 
2 

10/3 
10/4 

火 
水 

3 
4 

実習Ⅰオリエンテーション 
歯周組織の構造を説明できる 
歯周疾患の検査項目と方法 
インスツルメントの把持 
ミラーテクニック 
術部に応じたポジショニング 
プローブの操作方法 
スケーラーの操作方法 
模型上でシックルタイプスケーラーの 
4 原則操作ができる 
 

講義 
・ 

実習 

1
4
階 
実

験

室 

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

3 
4 

10/10 
10/11 

火

水 
3 
4 

SBOｓ 3）4）5）6）7） 
・歯周ポケット測定 

プローブを正しく把持している 
ポケット底をウォーキングストロークする 
歯軸方法の操作する 
15～25ｇの圧で操作する 
数値を読み取れる 
歯根面を把握する 

 
・シックルタイプスケーラー操作 

正しい姿勢・服装である。 
術部に合わせたポジションである。 
スケーラーを適切に把持する。 
指示された部位に適したスケーラーを選択する。 
 操作時固定点を求めている。 

 

実習 1
4
階 
実

験

室 

永井 
（杉戸） 

高倉 
岩澤 

5 
6 

10/17 
10/18 

火 
水 

3 
4 

SBOｓ 5）6）7） 
・シックルタイプスケーラー操作 

 スケーラーの選択が正しいか。 
 刃部を歯面に適合する。 
 適切な側方圧でスケーリングを行う。 
歯軸方向に操作する。 

 
・機械的スケーラー 

正しい姿勢・服装である。 
術部に合わせたポジションである。 
機械的スケーラーの準備ができる 
スケーラーを適切に把持する。 
操作時固定点を求めている。 
チップを歯面に適合する。 
適切な側方圧でスケーリングを行う。 

 適切なポジションからバキュームテクニックを

行える。 

実習 1
4
階 
実

験

室 

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

 

7 
8 

10/24 
 
 

火 
 

3 
4 

SBOｓ 5）6）7）8）9） 
・キュレットタイプスケーラーの操作 

スケーリング原則 
歯周ポケット測定 
 

・歯面研磨（PMTC) 
目的と方法を説明できる 
模型上での機械的歯面研磨操作ができる 

 

示説・

実習  
 
 

1
4
階

実

験

室 

 
永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

 
 

9 
10 

10/31 
11/1 

火 
水 

3 
4 

SBOｓ 3）4）5）6）7） 
全顎歯周組織検査（プロービング） 
顎模型上で歯肉縁上歯石のスケーリングを実施 

 
13-23（唇側） スケーリング 
・シックルタイプスケーラー 
・キュレットスケーラーの操作 

（・歯面研磨） 
 

ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 
①正しい姿勢・服装である。 
②術部に合わせたポジションである。 
③スケーラーを適切に把持する。 
④指示された部位に適したスケーラーを選択す

る。 
⑤操作時固定点を求めている。 
⑥スケーラーの選択が正しいか。 
⑦刃部を歯面に適合する。 
⑧適切な側方圧でスケーリングを行う。 
➈正しい方向に操作する。 

 

実習  

 
 

5
階 
実

習

室 

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

11 
12 

11/7 
11/8 

火

水 
3 
4 

SBOｓ 5）6）7） 
顎模型上で歯肉縁上歯石のスケーリングを実施 
 

 33-43 スケーリング 
・機械的スケーラー（超音波スケーリング） 
・シックルタイプスケーラー 
・キュレットスケーラーの操作 
（・歯面研磨） 

 
 
ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 
①正しい姿勢・服装である。 
②術部に合わせたポジションである。 
③スケーラーを適切に把持する。 
④指示された部位に適したスケーラーを選択す

る。 
⑤操作時固定点を求めている。 
 

 
実習 

 
 

5
階 
実

習

室 

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 
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⑥スケーラーの選択が正しいか。 
⑦刃部を歯面に適合する。 
⑧適切な側方圧でスケーリングを行う。 
➈正しい方向に操作する。 
 

13 
14 

11/14 
11/15 

火 
水 

3 
4 
 

SBOｓ 5）6）7） 
顎模型上で歯肉縁上・縁下スケーリングを実施す

る 
 
実習 14-17 44-47 スケーリング 

・機械的スケーラー（超音波スケーラー） 
・シックルタイプスケーラー 
・キュレットタイプスケーラー 
・歯面研磨 

 
顎模型上で歯肉縁下スケーリングを実施する 
 
ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 
①正しい姿勢・服装である。 
②術部に合わせたポジションである。 
③スケーラーを適切に把持する。 
④指示された部位に適したスケーラーを選択す

る。 
⑤操作時固定点を求めている。 
⑥スケーラーの選択が正しいか。 
⑦刃部を歯面に適合する。 
⑧適切な側方圧でスケーリングを行う。 
➈正しい方向に操作する。 
 

 
示説 

 
実習 

 

5
階 
実

習

室 

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

15 
16 

11/21 
11/22 

水 3 
4 
 

SBOｓ 5）6）7） 
顎模型上で歯肉縁上・縁下スケーリングを実施す

る 
 
実習 24-27 34-37 スケーリング 

・機械的スケーラー（エアスケーラー） 
・シックルタイプスケーラー 
・キュレットタイプスケーラー 
・歯面研磨 

 
ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 
①正しい姿勢・服装である。 
②術部に合わせたポジションである。 
③スケーラーを適切に把持する。 
④指示された部位に適したスケーラーを選択す

る。 
⑤操作時固定点を求めている。 
⑥スケーラーの選択が正しいか。 

 
示説 
・実習 

5
階

実

習

室 

 
永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

 
 

 

⑦刃部を歯面に適合する。 
⑧適切な側方圧でスケーリングを行う。 
➈正しい方向に操作する。 

17 
18 

11/28 
11/29 

火 
水 

3
4 

SBOｓ 5）6）7）8）9） 
顎模型上で歯肉縁上・縁下スケーリングを実施す

る 
 
実習 13-23（口蓋側） スケーリング 

・シックルタイプスケーラー 
・キュレットタイプスケーラー 
・歯面研磨（全顎） 

バックポジション（ミラーテクニック） 
 
顎模型上で歯肉縁上・縁下スケーリングを実施す

る 
 
ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 
①正しい姿勢・服装である。 
②術部に合わせたポジションである。 
③スケーラーを適切に把持する。 
④指示された部位に適したスケーラーを選択す

る。 
⑤操作時固定点を求めている。 
⑥スケーラーの選択が正しいか。 
⑦刃部を歯面に適合する。 
⑧適切な側方圧でスケーリングを行う。 
➈正しい方向に操作する。 

 

 
示説・

実習 
 
 

5
階 
実

習

室 

 
永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 

 
 

19 
20 

12/5 
12/6 

火

水 
3
4 

SBOｓ 10）11）12） 
・スケーラーシャープニングの目的 
・砥石の種類・使用用途 
・各種スケーラーに適した砥石を選択 
・シャープニングを実施（シックル） 
 
・歯周病のリスクファクター 
・歯周治療のメインテナンス 

 
示説・

実習 

1
4
階 
実

験

室 
・

教

室 

 
 

永井 
岩澤 
高倉 

 
 

杉戸 
 

21 
22 

12/12 
12/13 

火 
水 

3
4 

SBOｓ 11）12） 
・各種スケーラーに適した砥石を選択 
・シャープニングを実施（キュレット） 

示説 
 

実習 

1
4
階 
実

習

室 

 
永井 
高倉 
岩澤 

23 
24 

12/19 
12/20 

火

水 
3
4 

SBOｓ 8）9） 
・全顎の歯面研磨（PMTC） 

歯面研磨に適した器具を選択できる 
歯面研磨に使用する器具を取り扱える 
模型上で実施できる 

 
示説  
・実習 

 

1
4
階 
実

験

永井 
杉戸 
高倉 
岩澤 
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・歯周ポケット内の洗浄 
 使用する薬品の成分・管理を挙げる 
 各種洗浄方法を実施できる 
  
 

室 
・ 

25 
26 

1/17 水 3 
4 

う蝕予防処置 
SBOs 13）14）15）16） 
・う蝕の特徴を説明できる 

う蝕のリスクファクターとその予防を説明でき

る 
う蝕リスクテストを実施できる 
 

実習 1
4
階 
教

室

・

実

験

室 
 

多田 
杉戸 
高倉 
岩澤 

27 
28 

1/24 水 3 
4 
 

う蝕予防処置 
SBOs 13）14）15）16） 
・フッ化物応用の意義と安全性を説明できる 

模型上でフッ化物歯面塗布法を実施できる 
小窩裂溝填塞の意義と使用材料を説明できる 
模型上で小窩裂溝填塞を実施できる 

 

講義 1
4
階 
教

室

・

実

験

室 

多田 
杉戸 
高倉 
岩澤 

 

29 
30 

1/31 水 3
4 

 
試験 
筆記 
実技 

 1
4
階 
教

室 
・ 
実

験

室 

永井 
杉戸 
多田 
高倉 
岩澤 
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科目名   ： 実習Ⅱ〈歯科診療補助〉 
担当教員： ※多田美穂子 ※有友たかね ※片田 英憲 

※(実務経験教員による授業科目) 

1. 教科の特徴 
歯科衛生士の 3 大業務の 1 つである歯科診療補助は、歯科医師の指示に従って歯科

衛生士の知識と技能の範囲で行う歯科医行為を歯科診療の補助である。臨床歯科医学

のさまざまな治療の場でアシスタントワークができるよう、歯科衛生士として必要な

知識と技能を学修する科目である。（ディプロマポリシー １）

ナンバリング 【B0509-1B】

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective）
臨床歯科医療の場で診療の補助を実施するために必要な器具・材料の取り扱いおよ

び診療における補助動作の基本的知識、技術、態度を習得する

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives）
１）歯科診療の補助を説明できる（5％） 
２）歯科治療の術式を説明できる（20％）

３）歯科治療に必要な器具・材料の取り扱いができる（50％）

４）歯科治療に必要な共同動作がファントームで実施できる（15％）

５）医療安全と感染予防に関する説明ができる（15％）

4. 方略（LS : Learning Strategy） 
１）受動的方法： 講義

２）能動的方法： ポストテスト、ディスカッション

３）媒体： 教科書、参考図書 PowerPoint プリント 

5. 評価（EV : Evaluation） 
１）形成的評価： 

講義終了後、ポストテストを実施し、次週講義でフィードバックを実施し、 
ディスカッションにて学生の理解度を把握する。 

 実習、ディスカッション等への積極的参加、課題提出を平常点として評価する 
（10～15％） 
２）総括的評価： 

定期試験 記述式、多肢選択式による出題を行い、評価する。（40～45％） 
実技試験 （40～45％） 

6. 事前学修・事後学修

１）事前学修

第１～30 回：2 コマ続きの実習であり、各回の実習内容項目に記載してある 
教科書ページを参考に、配布プリントを仕上げて来ること（30 分） 

２）事後学修 
第１～30 回：講義内容を再度確認し、重要なポイントを配布プリントや教科書で 

（20 分）確認する。 
実習中にフィードバック受けた内容やポストテストを再確認する。 

３）事前学修・事後学修の評価 
第１～30 回：事前学習用プリント課題の評価（形成的評価）を行う。 

7. 教科書

一般社団法人 全国歯科衛

生士教育協議会 監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科診療補助論  

医歯薬出版 

一般社団法人 全国歯科衛

生士教育協議会 監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科機器 

医歯薬出版 

8. 参考図書 
全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科材料 

医歯薬出版 

竹澤保政 監修 イラストと写真でわかる 歯科材料

の基礎 第 3 版 
永末書店 

一般社団法人 全国歯科衛

生士教育協議会 監修 
歯科衛生学シリーズ 
歯科衛生学総論 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 
歯科衛生学シリーズ 
保存修復・歯内療法 

医歯薬出版 

沼部幸博 齋藤淳 

梅田 誠 編集 
歯科衛生士講座 
歯周病学 第５版 

永末書店 

ICHG 研究会ほか編 新・歯科医療における感染予防対策

と滅菌・消毒・洗浄 
医歯薬出版 

9. オフィスアワー

講義実施日の講義終了後から 18 時（各手技の自主練習への指導を含む）

場所：14 階ラウンジ、実験室にて

10. 出席について

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 
ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。
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回

数 
月日 

曜

日 
時

限 
内容項目（SBOs など） 方略

(LS) 
場

所 
担当

者 

１ 
２ 
 
 

10/３ 
・ 

10/４ 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第 1，3 章 P2～6，50～56  
歯科機器 第 2 章 P6～19 第 4 章 P61～63 
・歯科診療の補助の範囲を説明できる 
・基本的歯科治療の流れを説明できる 

・チェアーユニットの名称と取り扱いがで 

きる 

・基本診査用具の名称と使用目的、把持法 

を説明できる 
・綿花の取扱いを実施できる 
 
 

講義 
実習 

1
4
階

第

3
教

室

／

西

棟 
 
 

多田 
有友 
片田 

 
 

３

４ 
 

10/10 
・ 

10/11 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P222～235 
歯科材料 P72～79、P84，85 
歯科用セメント取扱い１ 
・合着用セメントの種類、用途、取扱い、

使用器具を説明できる。 

・合着用セメントの練和が実施できる。 
 
 
 

講義

実習 
1
4
階 
第

3
教

室 

多田 
有友 
片田 

 

５

６ 
 

10/17 
・ 

10/18 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P240～250 
歯科材料 P108～119 
歯科用セメント取扱い２ 
・仮着用セメントの種類、用途、取扱い、

使用器具を説明できる 

・仮着用セメントが使用できる 
・仮封用セメントの種類、用途、取扱い、

使用器具を説明できる 
・仮封用セメントが使用できる 
・二重仮封が実施できる 
 
 

講義

実習 
1
4
階 
第

3
教

室 

多田 
有友 
片田 

 

７

８ 
10/31 
・ 

11/１ 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P192～202 
歯科材料 P43～48 
印象採得１ 
・印象材の種類、用途、使用用途を説明でき 

 る 

・アルジネート印象材を練和できる 
・アルジネート印象材を全顎トレーへ盛り付 

けることができる 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

有友 
多田 
片田 

 

 

９

10 
11/７ 
・ 

11/８ 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P192～204 
歯科材料 P43～50 歯科機器 P112～116 
印象採得２ 
・アルジネート印象材を全顎トレーへ盛り付 

けることができる 

・全顎用トレーの試適ができる 
（ユーティリティワックスの使用法） 
・概形印象採得をファントームで実施できる 
印象採得３ 
・連合印象採得（寒天・アルジネート）の手

順（片顎トレー）をファントームで実施で

きる 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

有友 
多田 
片田 

 

11
12 

11/14 
・ 

11/15 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P204～213 
第３章 P106～109 歯科材料 P50～53 
歯科機器 P116、117 
印象採得４ 
・合成ゴム質印象材の種類、用途、取扱いを

説明できる 

・歯肉圧排に必要な器材を説明できる 
・歯肉圧排を顎模型で実施できる 
・連合印象採得（シリコーンゴム質印象材）

の手順を実施できる 
印象採得５ 
・その他の印象材モデリングコンパウンドの

取扱いを説明できる 

酸化亜鉛ユージノール印象材の取り扱いを 
説明できる 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

多田 
有友 
片田 

 

13
14 

11/21 
・ 

11/22 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第５章 P214～221 
P251～253  歯科材料 P59～71 
石膏模型作製法 
・石膏の種類、用途、取扱いを説明できる 

・硬石膏を用いて、模型作製ができる 
・ワックスの種類、用途を説明できる 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

 
 
 

多田 
有友 
片田 

 

15
16 

11/28 
・ 

11/29 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第３章 P63～77 
共同動作 
・歯科用チェアーユニットの取り扱いができ  

 る 
・歯科診療の共同動作を説明できる 

・バキュームテクニックを実施できる 
・スリーウェイシリンジテクニックが実施で

きる 
・フォーハンデッドデンティストリ―に基づ

く器具の受け渡しができる 

 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

多田 
有友 
片田 
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17
18 

12/５ 
・ 

12/６ 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第３章 P99～105 
歯科機器 第４章 P88～93 
歯科診療補助 
・ラバーダム防湿の種類と装着の手順を説明

できる 
・ファントームでラバーダム防湿を装着でき

る 
 

 

講義

実習 
1
4
階 
実

験

室 

 

有友 
多田 
片田 

 

19
20 

12/12 
・ 

12/13 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第４章 P133～137 
歯科機器 第４章 P103～111 
歯周外科治療の診療補助 
・歯周外科手術の種類と術式、使用器材を

説明できる 

・局所麻酔器材、メス、縫合器の取扱いが

できる 

講義

実習 
1
4
階 
第

3
教

室 
 
 

多田 
有友 
片田 

 

21
22 

12/19 
・ 

12/20 

火

・ 

水 

３

・

４ 

歯科診療補助論 第４章 P111～120 
歯科機器 第４章 P86～91 P118～124 
保存修復時の診療補助 

・直接修復の種類と術式、使用器材を説明

できる 

・間接修復の種類と術式、使用器材を説明

できる 
・保存修復治療時に使用する器材の取り扱

いができる(切削・研磨用器具 含） 
・歯間分離、歯肉排除、隔壁法の種類と方法

を説明できる 

・隔壁用機器のマトリックスバンドを顎模型

へ装着できる 
 
 
 

講義

実習 
1
4
階 
第

3
教

室 

多田 
有友 
片田 

 

23
24 

令和

６ 
１/10 
 
 

水 ３

・

４ 

歯科診療補助論 第 5 章 P223～235 
歯科材料 第４章 P85～89 
臨床の現場から（Ⅰ） 
・接着性レジンセメントの種類と用途を説

明できる 

 
 

講義 1
4
階 
実

験

室

・

第

3
教

室 
 
 

村松 

杉戸 

多田

有友 

 

25
26 

１/16 
 

火 ３

・

４ 

・合着用セメント、仮封・仮着用セメント

の種類、用途、取扱い、使用器具を説明

できる 

・合着用セメント、仮封・仮着用セメント

の練和が実施できる 
 
科目試験１ 

・セメント練和に関する実技試験 

・歯科治療の術式および使用器材、共同動

作等に関する筆記試験 

 

講義 1
4
階 
第

3
教

室 

多田 
有友 
片田 
試験

監督

者 

27
28 

１/23 
 

火 
 

３

・

４ 

・アルジネート印象材を練和できる 
・アルジネート印象材を全顎トレーへ盛り付

けることができる 

科目試験２ 

・アルジネート印象練和とトレー盛り付け

に関する実技試験 

・歯科治療の術式および使用器材、共同動

作等に関する筆記試験 

 

講義 
実習 

1
4
階 
第

3
教

室 
・

実

験

室 
 

多田 
有友 
片田 
試験

監督

者 

29
30 

１/30 
 

火 ３

・

４ 

歯科診療補助論 第 2章 P7～12 P18～21   

 

・感染予防対策、医療安全について説明で

きる(身支度、グローブ、マスクの装着) 
・手指消毒を手順に沿って実施できる 

・スタンダードプリコーションに沿った 

PPE を整えることができる 

 

事例ディスカッション 

・医療安全の報告書の書き方を説明でき 

る（インシデント、アクシデント報告） 

 
科目試験（追・再試験）実施予定 

 1
4
階 
実

験

室 
・

階

実

習

室 

多田 
有友 
片田 
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科目名： 歯科保健指導論  

担当教員： ※菅野亜紀、※江口貴子   

 

1. 教科の特徴 

本科目は、対象者の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力を習得する

ため、各ライフステージにおける一般的特徴や歯科衛生の意義および口腔疾患の特徴

を学習する。(ディプロマポリシー1) 

 

ナンバリング 【B0601-1B】 

 

2. 一般目標（GIO : General Instructional Objective） 

対象者に健康づくり支援を行うために、各ライフステージの特徴を理解し、口腔衛生

管理や生活習慣の指導に必要な知識・技術を身につける。 

 

3. 行動目標（SBOs : Specific Behavioral Objectives） 

１）口腔衛生管理に使用する用具について説明する。(5～10％) 

２）各ライフステージの一般的特徴、口腔内の特徴を説明する。 

３）各ライフステージにおける歯科保健行動を述べる。 

４）各ライフステージに適した歯科保健指導内容(口腔衛生管理・生活習慣・       

食生活)を説明する。 

５）各ライフステージの特徴に合った必要な栄養素とその摂取基準を説明する。 

６）特別な配慮を要する患者の口腔衛生管理について説明する。(10～15％) 

７）禁煙指導について説明する。(10～15％) 

８）自分自身の全身状況と口腔内状況を踏まえ、自分自身の生活習慣を考察する。   

(5～10％) 

 

4. 方略（LS : Learning Strategy） 

１）受動的方法：講義 

２）能動的方法：プレテスト、ポストテスト、PBL、ディスカッション 

３）媒体：教科書、スライド、プリント 

   

5. 評価（EV : Evaluation） 

１）形成的評価： 

  講義実施時にプレテスト、ポストテストまたは中間試験を行う。 

  提出物の内容を評価する。 

 

２）総括的評価： 

  定期試験については、講義中に指示した範囲で行い、講義内容の理解度を空欄補

充、真偽選択、論述等の記述試験で評価する。(100％) 

   

6. 事前学修・事後学修 

１）事前学修(教科書指定のページを読んでおくこと・各 10 分程度) 

第１回：Ⅰ編 1 章  

第 2～4 回：Ⅲ編 4 章 

第 5 回：Ⅳ編妊産婦期 

第 6 回：Ⅳ編乳幼児期 

第 7 回：Ⅳ編学童期、青年期 

第 8 回：Ⅳ編成人期 

 
(55%) 

 

第 9 回：指定範囲を復習すること 

第 10 回：Ⅳ編老年期 

第 11 回：Ⅳ編要介護高齢者 

第 12 回：Ⅳ編大規模災害被災者、Ⅲ編 4 章ストレスとストレスコーピング 

第 13 回：Ⅲ編 4 章(喫煙者に対する指導) 

第 14、15 回：食事バランスガイドについての厚生労働省の HP を確認する。 

２）事後学修(各 10 分程度) 

第１～15 回：教科書、当日配布資料を再確認し、重要ポイントをリストアップす

る。 

３）事前学修・事後学修の評価 

事前学習：第１～13 回：講義当日にプレテストを行う。 

     第 14～15 回：提出物をもって評価する。 

事後学習：第１～13 回： 

次回講義時に事前学習のプレテストとともにポストテストを行う。 

     第 14 回：提出物をもって評価する。 

     第 15 回は次回講義がないため、事後評価は行わない。 

7. 教科書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

歯科衛生学シリーズ 

歯科予防処置論・歯科保健指導論 

医歯薬出版 

 

 

8. 参考図書 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

最新歯科衛生士教本 

歯科予防処置・歯科保健指導（第２

版） 

医歯薬出版 

全国歯科衛生士教育協議会 

監修 

最新歯科衛生士教本 

人体の構造と機能 2 栄養と代謝 

医歯薬出版 

E・M ウィルキンス 著／遠

藤圭子、中垣晴男、西 真

紀子、眞木吉信、松井恭

平、山根 瞳、若林則幸 

監訳 

ウィルキンス歯科衛生士の臨床 原

著 第 11 版 

医歯薬出版 

文部科学省 学校歯科保健参考資料 「生きる

力」をはぐくむ学校での歯・口の健

康づくり 

社団法人 日

本学校歯科医

会 

 

9. オフィスアワー 

講義実施日の講義終了後から 18 時 

 

10. 出席について 

原則として、授業の開始から 20 分経過までを遅刻とし、それ以降からの出席または

終了予定時刻から 20 分以上前に早退した場合には、欠席扱いとする。 

ただし、交通機関の乱れや災害等によるやむを得ない場合には、証明となる書類(遅

延証明書等)を提出すること。 
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回

数 
月日 

曜

日 

時

限 
内容項目（SBOs など） 

方略

(LS) 

場

所 
担当者 

１ 10/2 月 3 科目の概要について説明 

 国家試験出題基準や他科目との関連 

歯科保健指導の概要 

歯科保健指導の定義について 

個人と集団 

健康とは 定義やヘルスプロモーション 

ハイリスクアプローチ 

ポピュレーションアプローチ 

 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

２ 10/16 月 3 口腔清掃方法について 1 

歯ブラシ・歯磨剤・補助的清掃用具・

口腔ケア用品(歯ブラシや電動歯ブラシ、

歯磨剤、デンタルフロスの構造、種類、

使用目的等について説明) 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

３ 10/23 月 3 口腔清掃方法について 2 

歯ブラシ・歯磨剤・補助的清掃用具・

口腔ケア用品(小歯ブラシや歯間ブラシ、

舌ブラシ、染めだし剤の構造、種類、使

用目的について説明) 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

４ 10/30 月 3 口腔清掃方法について 

電動歯ブラシ 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

 

５ 11/６ 月 3 ライフステージ別歯科保健指導 1 

妊産婦期：妊娠期および授乳期を含む出

産前後の女性 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科 

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

６ 11/13 月 3 ライフステージ別歯科保健指導 2 

新生児期～幼児期：出生から 5 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

７ 11/20 月 3 ライフステージ別歯科保健指導 3 

学齢期～青年期：6 歳～29 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

江口 

 

８ 11/27 月 4 ライフステージ別歯科保健指導 4 

成人期：30 歳～64 歳 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

江口 

９ 12/４ 月 2 中間試験 講義 14

階 

教

室 

江口 

 

 

10 12/11 月 2 ライフステージ別歯科保健指導 5‐① 

老年期：65 歳以上 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

菅野 

11 12/18 月 2 ライフステージ別歯科保健指導 5‐② 

要介護高齢者 

一般的特徴・口腔の特徴・望ましい歯科

保健行動・栄養、食事摂取基準について 

講義 14

階 

教

室 

菅野 

12 1/9 火 2 配慮を要する者への指導 

：大規模災害被災者 

生活習慣指導、食・生活習慣改善 

ストレスマネジメント 

講義 14

階 

教

室 

江口 

13 1/15 月 2 禁煙指導 

喫煙の害と依存性について 

禁煙のステージと支援について 

講義 14

階 

教

室 

菅野 

 

14 1/22 月 2 食生活指導について 1 

：自分たちの食生活状況を知り、骨密度

や咀嚼状況を踏まえ、望ましい食生活を

考える 

講義 14

階 

教

室 

菅野 

江口 

 

15 1/29 月 2 食生活指導について 2 

症例検討 

食支援について食事内容(形態、量、回

数)や咀嚼の仕方・回数を踏まえ考察する 

講義 14

階 

教

室 

菅野 

江口 
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(1)  
 

 
 

(2)  
 

( )

(3)  
 

 

(4) 1  
 

 
 
 

 
 

DMF  
RID index  

(4) 2 ( ) 
 

 
 

PMA Index 
GI Gingival Index  
GBI Gingival Bleeding Indez  
CPI (CommunityPeriodontal Index) 
PI Periodontal Index  
PDI Periodontal Disease Index  
GB count Gingival Bone Count

(4) 3  
 

OHI Oral Hygiene Index  
OHI-S Simplified Oral Hygiene 

 Index
(4) 4  

( ) 
 

PCR Plaque Control Record  
PHP (Patient Hygiene Performance) 
PlI Plaque Index  

 
CFI

(5)  
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